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魚と人の多様なかかわり
1999 年 7 月 10 日

四方を海で囲まれ、多くの河川に恵まれた日本人は、古来よりさまざまな水産生物を資源として利用

してきた。しかし、いまや膨大な量 の水産物を輸入しなければ自国の消費を維持できなくなっている。

沿岸漁業の衰退は著しく、内水面 漁業にいたっては見る影もない。

日本の水産業といった大構造の問題はともかく、身近な場所でも魚と人のかかわり方に大きな変化が

生じている。また、淡水魚類を重要なタンパク源として利用している東南アジア諸国の事情はどうなの

か。著者を含めて水産学部あるいは理学部の出身で、人間の活動と生物多様性の変化との関係に重大な

関心をもってフィールドワークを行っている 3 名の発表をコーディネートした。

まず、著者が「高知県柏島の海と人々」というタイトルで、この島周辺が生物多様性という点で魚の

種類も個体数も日本屈指の海域であるという著者らの研究結果 、急増したファンダイバーと漁協、そ

して研究者の関係、さらにフィールドミュージアムとしての黒潮実感センター構想など具体例を話題に、

周囲約 4km の小さな島の人と魚のいろいろなかかわり方を発表した。

つづいて新村安雄氏（フォトエコロジスト）が「魚から見た長良川環境年表」と題して、長良川河口

堰を巡る反対運動の当事者としての立場をふまえ、河口堰とサツキマスやヤマトシジミの漁獲状況の関

係にとどまらず、鵜飼や故後藤正、後藤宮子両氏の登り落とし漁調査結果 を含めて過去約 50 年間の環

境の変化を、魚類相および漁法の変化から概括した。また、最近のアユにみられる人為的な生物汚染、

遺伝的汚染について言及した。

最後に土井敦氏（京都大学生態学研究センター）が「ベトナム・ラオス・カンボジアから見た東南アジ

アの淡水魚」という発表を行った。はじめに大陸と島嶼部および河川水系の地史的な変遷と現在におけ

る特定魚種の分布から、淡水魚類からみた生物地理学的知見が紹介された。ラオスやカンボジアの多彩 

な魚種とそれらをとりまく漁法や利用法の話につづき、発表者自らが行った中部ベトナムでの淡水魚調

査の結果 がのべられた。最後に環境変化に大きくかかわるダム建設やテラピア等外来魚の放流を話題

にとりあげ、今後これらの地域で人と魚のかかわりも大きく変化するであろうことを指摘した。

総合討論はコメンテーターを野中健一氏（三重大学人文学部）、司会を秋道智彌氏（国立民族学博物館）

にしてすすめられた。

野中氏の東南アジアにおける多種多様な内水面漁法が人と生き物双方の生活がすりあわさる、民族自

然誌上で興味深い題材になりうることが例示されたあと、現在のエクスターナリティーにたいして各発

表者にどのように対処しているのかが問われた。会場からは最近の魚種利用の単調化、親水意識の変化

などに関して質問があり、前者ではそれらの問題がたんに消費者側ばかりではなく、流通 ・販売の問
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題でもあること、また、とくに長良川では地元がアユという単一魚種のみを重要視した事例などがのべ

られた。後者では戦後、公害問題と河川整備や圃場整備によって淡水魚や水辺に関する意識の変化が生

じ、現在健全な親水感覚をとりもどすには実践的・草の根的な活動者が重要なのではないかという指摘

があった。また、ダイバーと漁協という問題では沖縄県恩納村や伊平屋島の例を会場から助言いただいた。

発表の内容が多義にわたり、限られた時間内に討論をできなかった話題も多かった。とくに、文化と

自然をつなぐ話題を抽出して情報を定量 化し、民族自然誌にフィードバックさせるという共通の課題

に、われわれ理科系出身者がいかに貢献できるかという点は、今後の研究会の課題としたい。

岩田明久（京都大学大学院アジア・アフリカ地域研究研究科）


